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本邦においては過栄養に伴う肥満によるインス
リン抵抗性増大や膵β細胞機能不全によって糖尿

病患者, 及び予備軍は��歳以上の高齢者を中心に
高い水準にある ,!)｡ 糖尿病治療薬の中でも従来の
機序とは異なるインスリン非依存性の新規治療薬
である"#$%&' ()&*#"+*#,-./"0#-,+-!(1234!)
阻害剤は!5 6年に本邦で発売され現在まで7製剤
が臨床使用されている｡ その作用機序は尿糖過剰
排泄による膵臓β細胞負荷軽減, 体重減少作用を
有しインスリン抵抗性に殆ど影響されずに持続的
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キーワード：H型糖尿病, 耐糖能改善, 血中IJK値, 尿蛋白

 !

H型糖尿病 5症例に対して1#$%&'()&*#"+*#,-./"0#-,+-!(1234!) 阻害剤投与後!6
ヶ月間の血中L+'#()#M%/N *(LMN *) 値, 血圧, 血中L+'.,#*-%,(L,) 値, 尿所見,
+",%'.,+$O2)#'+-&).-P%),-.,%#/Q.,+(+O2PQ), IJK値の経時的変化を測定した｡
患者は男性R例, 女性7例, 平均年齢は�>ST±TSD歳, 糖尿病罹患期間は平均>S>±!ST年で
あった｡ 平均血中LMN *値は1234!阻害剤投与後に有意に (KU5S5�) 低下し, 血圧は
収縮期・拡張期血圧ともに1234!阻害剤投与後に有意に (KU5S5�) 低下した｡ 平均血中
L,値は!6ヶ月間にわたり有意な変化は認めなかった｡ 血中IJK値は1234!阻害剤投与
後に低下, +2PQは投与初期に糖尿病に伴う過剰濾過の改善は認めその後は徐々に元値に
復した｡ また7症例において尿蛋白減少を認めた｡ 以上よりH型糖尿病症例への1234!
阻害剤投与は耐糖能改善のみならず臓器保護作用が期待でき心・腎障害合併H型糖尿病患
者の治療薬として有効であると考えられた｡
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